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○ 提案の要旨(Abstract) 

 宇都宮市では環境に関連した多彩な施策やそれを達成するための多くの活動が実践されていま

す。「もったいない運動」は、そうした活動の代表的な事例と言えますが、市民による運動そのも

のの認知や、運動の内容に関する理解、運動に参加してたことがあるかどうかという参加の割合

等については、運動が開始されて以来、これらの割合を向上させていくことが、常に、大きな課

題となっています。これは「もったいない運動」の内容が多岐にわたるためで、実際に運動に携

わっている人にとっても、運動の目的や目標を明確に表現することが困難である、という課題を

抱えています。 

私たちの提案では、こうした課題を解決する一つの手段として、「もったいない運動」と SDGｓ

の考え方の連携・リンクを実現したいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．施策事業の提案 

（１）「もったいない運動」をモデルとして活用した教育現場での SDGｓの普及・啓発推進 

（２）「もったいない運動」をMOTTAINAI Mind という世界共通語として普及・啓発 

（３）「もったいない運動」の多言語による世界への発信 

（４）「もったいない運動」と SDGｓのイメージの連結と世界への発信 

（５）宇都宮愉快ロゴと SDGｓのイメージの連結と世界への発信 

施策事業の担い手：宇都宮市／宇都宮市もったいない運動市民会議／宇都宮ブランド推進協議会 

／宇都宮市内の大学生 

「もったいない運動」の普及・啓発促進のための「共通の目的意識（マインド）」の必要性 

「もったいない運動」⇔「共通の目的意識（マインド）」⇔ SDGｓ（持続可能な開発目標） 

３．現状分析：学生を対象とした「もったいない運動」認知率・理解率・参加率に関する 

       アンケート調査―私たちは「もったいない運動」をどれだけ知っているのか？

①「もったいない運動」のマークの認知率＝４６．２％ 

②「もったいない運動」という言葉の認知率＝４８．９％ 

③「もったいない運動」の理解率＝１７．７％ 

④「もったいない運動」の参加率＝５．２％ 

１． 提案の背景・目的 

「もったいない運動」と SDGｓが宇都宮市が実践している多くの環境関連施策の基本理念となっている

ことを、世界中にアピールする。 

２． 提案の目標 

SDGｓと「もったいない運動」のリンク、相互補完の関係を構築し、双方に関連した活動の普及と啓発、

発展を目指す。 



 

１. 提案の背景・目的 

 具体的には、「何のためにもったいない運動をやっているのか？」という質問に対して、「SDG

ｓの中の特定の目標を達成するため」という答えを、「宇都宮で実践されている代表的な SDGｓ

達成のための活動は何か？」という質問に対しはて「もったいない運動がある」という答えを、

運動にかかわるすべての人や多くの宇都宮市民が回答できるような雰囲気を作りだすことにより、

「もったいない運動」と SDGｓが宇都宮市が実践している多くの環境関連施策の基本理念となっ

ていることを、世界中にアピールします。 

 

２．提案の目標・SDGsとの関連 

 2030年に向けての SDGｓ（持続可能な開発目標）達成のため、運動開始から 10周年を迎えた

「もったいない運動」の「もったいないの心」を SDGｓ達成のための中心的理念（マインド）に

設定し、SDGｓと「もったいない運動」のリンク、相互補完の関係を構築し、双方に関連した活

動の普及と啓発、発展を目指します。 

 

３．現状分析 

学生を対象とした「もったいない運動」認知率・理解率・参加率に関するアンケート調査 

―私たちは「もったいない運動」をどれだけ知っているのか？― 

 

(１) もったいない運動 

 「もったいない運動」を普及、推進するために２００９年３月２７日に設立された「宇都宮市

もったいない運動市民会議」のホームページによると、「もったいない運動」とは、あらゆる地球

資源に対する尊敬・感謝（リスペクト）を込めたひとやものを大切にする様々な活動・取組を推

進する宇都宮市の活動、と定義することができます。１） 

 その基本的な活動方針は、以下のような３つの「もったいないの約束」に見ることができます。
２） 

 

もったいないの約束 

１．私たちは、互いに尊重し、思いやりをもってふれあいます。 

２．私たちは、すべてのものに感謝して、その価値を十分にいかします。 

３．私たちは、宇都宮の素晴らしさをみがき、未来に誇れるまちをつくります 

 

 また、「もったいない運動」の具体的な活動の内容については、平成３１年度「第 1回 宇都宮

市もったいない運動市民会議」の中で示された、平成３１年度「もったいない運動」に関する取

組（案）の中で、7つの普及啓発事業（意識醸成）と 5つの実践促進事業という 12種類の活動と

して説明されています。３） 

  

１． 普及啓発事業（意識醸成） 

①事例集の作成 

②地域連携事業（with もったいない） 

③もったいないフェア 

④多様な主体と連携した情報発信 

⑤もったいない AWARD 

⑥もったいない 4コマまんがコンクール 

⑦節電キャンペーン 



 

２． 実践促進事業 

①「もったいない残しま１０！」運動 

   ②もったいない体操 

      ③マイMｙ運動  

      ④もったいないりぶっく 

      ⑤もったいない・おもてなし運動 

 

(２) アンケート調査の概要 

２事業１２種類にわたって展開されている「もったいない運動」ですが、私たち、大学生は１

０周年を迎えたこの運動について、どの程度のことを知っているか、という点について、まず、

明らかにする必要があると考えました。 

そこで１０月１１日（金）、ゼミ指導教官である内藤先生の１時限、２時限の担当科目を履修し

ているシティライフ学部学生１年から４年の男女９６名を対象に、「もったいない運動」の認知

率・理解率・参加率に関するアンケート調査を実施しました。 

この調査で使用している「認知」、「理解」という言葉は、DAGMAR理論（モデル）と呼ばれてい

る広告効果測定のための広告目標の明確化（Defining Advertising Goals for Measured 

Advertising Results）で活用される、５段階のインフォメーション・スペクトラム、未知、認知、

理解、確信、行動から引用しています。４） 

DAGMAR理論（モデル）は、商品やサービスの販売を目的に展開される広告の効果を測定するた

めの考え方なので、今回は「もったいない運動」の普及・促進の効果を測るための調査であるこ

とをこう書して、第４段階の確信、第５段階の行動については参加というキーワードに置き換え

て、調査票を設計しました。 

質問項目は、第１に「もったいない運動」のマークを見たことがあるか、ないか（ロゴマーク

の認知率）。第２に「もったいない運動」という言葉そのものを見たり聞いたりしたことがあるか、

ないか（言葉の認知率）。第３に「もったいない運動」の具体的な活動内容を知っているか、知ら

ないか（理解率）。第４に「もったいない運動」に参加したことがあるか、ないか（参加率）。以

上４問であり、４問ともに「ある」と回答した場合には、具体的な「もったいない運動」のマー

クや言葉を見たり、聞いたりしたメディアの種類や参加した活動の内容などを自由に回答しても

らうようにしました。 

 アンケート票は２つの授業の出席票として回収したので、回収率は１００％になります。１時

間目に既に回答しており、２時間目の授業も履修している学生が回答をしている場合には２時間

目のアンケートは無効票としました。 

 

(３) 調査結果 

① 「もったいない運動」のマークに関する認知率は４６．２％ 

 集計の結果、「もったいない」運動のマークを見たことがあると回答した人数は９６人中４５人

で、「もんたいない運動」のマークに関する認知率は４６．２％であることがわかりました。 

 「もったいない運動」のマークを認知した場所やメディアについての自由回答では、市内の店

舗（１）、大学のゼミ（３）、小学校や中学校の授業（４）などの回答がありました。 

 ②「もったいない運動」という言葉の認知率は４８．９％ 

 また、「もったいない運動」という言葉を読んだり、聞いたりしたことがあると回答した人数は

９６人中４７人になり、「もったいない運動」という言葉の認知率はマークの認知率とほぼ同水準

の４８．９％となりました。 

 「もったいない運動」という言葉を実際に認知した場所やメティアについては、新聞・雑誌・

テレビ（二荒山神社前のワイドビジョン？）等（３）、宇都宮市のホームページ（１）、小学生の

時の授業（２）などの回答を得ました。 

 ③「もったいない運動」の具体的内容についての理解率は１７．７％ 



 

 これに対し、「もったいない運動」が展開してる具体的な活動内容について知っていると回答し

た人数は、９６人中１７人で、「もったいない運動」の理解率は１７．７％と、マークや言葉の認

知率に対して半分以下の割合となることがわかりました。 

 「もったいない運動」の具体的な活動内容に関する自由回答では、３R（リユース、リデュース、

リサイクル）に関する回答（３）、「もったいない残しま１０！」運動（２）、宇都宮共和大学シテ

ィライフ学部で実施している「まちなかクールシェアコンサート」や城址公園での「もったいな

いフェア」などのイベント（２）、等の回答がありました。 

 ④「もったいない運動」への参加率は５．２％ 

 「もったいない運動」の一環としての何らかの活動に実際に参加したことがあると回答した人

数は、９６人中５人とさらに少なくなり、「もったいない運動」の参加率は５．２％にとどまって

いることがわかりました。 

 参加したことがあるとする回答の具体的な内容としては、中学生の時に参加した公園での空き

缶拾い（１）や、まちなかクールシェアコンサート（１）などがありました。 

 

（３）アンケート調査結果から明らかになったこと 

  ―「もったいない運動」普及・啓発のための「共通の目的意識（マインド）」の必要性― 

  

以上、宇都宮市内で学ぶ１００名に満たない大学生という小さな集団に対するアンケート調査

ではありましたが、このアンケート調査結果を整理し、議論することにより、「もったいない運動」

の認知率、理解率、参加率を向上させるためには、次のような３点について、留意する必要があ

るという結論に達しました。 

①「もったいない運動」の認知や理解については、小・中学校での体験や大学での授業、ある

いは社会貢献活動などがきっかけになっている。 

②「もったいない運動」の理解率が認知率と比較して低い水準にあるのは、自身が認知した運

動が、何のための展開されているのか？という点が曖昧であるために、活動の内容を「もったい

ない運動」の一環として理解することが難しいため、言い換えると、この活動は何のために展開

されているものなのかという「共通の目的意識（マインド）」が明確になっていないため、と考え

られる。 

③同様に参加率が低いのも、展開されている活動に関する「共通の目的意識（マインド）」が不

明確であるため、自身が参加した活動が「もったいない運動」の一環であるという形で記憶され

にくくなっているのではないか。 

以上の調査と考察から、「もったいない運動」の普及・啓発を促進するための「共通の目的意識

（マインド）」の必要性が明らかになりました。 

冒頭で説明したように、「もったいない運動」は、あらゆる地球資源に対する尊敬・感謝（リス

ペクト）を込めたひとやものを大切にする様々な活動・取組と定義することができ、その活動内

容の多くは地球環境と密接に連携・リンクするものです。このため、今回の提案のテーマとなっ

ている SDGｓ（持続可能な開発目標）の考え方は、「もったいない運動」の「共通の目的意識（マ

インド）」として、相互補完的に、常にペアで普及・啓発を行うことができると判断しました。つ

まり「もったいない運動」の「共通の問題意識（マインド）」は SDGｓの考え方であり、SDGｓ

の普及・啓発のための「共通の問題意識（マインド）」も「もったいない運動」である、というこ

とになります。 

 

４．施策事業の提案 

 以上の考察をもとに、以下に私たちが考えた具体的な施策事業の提案を述べます。これらの施

策事業の提案の基本は、「もったいない運動」と SDGｓの双方の普及・啓発のために、両者の連携・

リンクを構築することにあります。施策の範囲は宇都宮市内、日本国内だけでなく、両者の連携・



 

リンクの実態を広く国際社会に普及させることをも目指しています。 

 

（１）「もったいない運動」をモデルとして活用した教育現場での SDGｓの普及・啓発活動 

 小学校や中学校での体験や大学での授業や社会貢献活動を通じて「もったいない運動」の認知

や理解が始まっていた、というアンケート調査の結果を踏まえて、教育現場での「もったいない

運動」と SDGｓの普及・啓発活動の展開の強化を提案します。 

 現在でも、「もったいない運動」では、もったいない体操を市内の保育園、幼稚園の園児たちと

保護者が一緒に踊るイベントとして「もったいない体操」の活動を展開していますが、こうした

教育現場での普及・啓発活動に際して、導入部分で「もったいない運動」をモデルとした SDGｓ

の解説などを実施します。小学校、中学校、高等学校等においても、同様の出前授業や、イベン

トを積極的に展開します。大学では、学生が主導する大学祭や大学所属の研究機関が主催するシ

ンポジウム等の様々なイベントを活用して、同様の普及・啓発活動を展開します。 

 

（２）「もったいない運動」を MOTTAINAI Mind という世界共通語として普及・啓発 

 今回の学生提案のテーマを「もったいない運動」に設定したときに、まず最初に私たちが想起

したのがこの提案です。つまり、「もったいない運動」のイメージを MOTTAINAI Mindというアル

ファベットで表記し、世界共通語として、宇都宮市や宇都宮市もったいない運動市民会議の HPや

便せん、封筒、通信用のメール文書などのレターヘッドとして活用します。 

 

（３）「もったいない運動」の多言語による世界への発信 

 宇都宮市内の外国人留学生の協力を得て、「もったいない運動」の内容を、多言語に翻訳し、市

役所や宇都宮市もったいない運動市民会議のホームページに掲載します。例えば、市役所のホー

ムページから閲覧できる「もったいないの約束」について、私たちのゼミのメンバーの留学生が

母国語である中国語とベトナム語で翻訳すると、以下のような文章になります。これを各種のホ

ームページにアップして、世界中で閲覧できるようにする、という提案です。 

 

①中国語の翻訳事例 

もったいないの約束 「珍惜」准则（约定） 
宇都宮に住み、学び、働く私たちは、地球上にあるすべてのものに、尊敬と感謝の気持ちをもち、

ひとやものを大切にする「もったいない」のこころを育てています。/在宇都宫生活，学习和工作

的我们 ，应对地球上存在的一切保有尊敬和感谢之情，培养一颗珍惜所有人和事物的心。 

 このまちの古き良き歴史や恵み豊かな環境をはぐくみ、かけがえのない美しい地球を未来につ

ないでいくため、これからも「もったいない」のこころを広げ、日々、行動することを約束しま

す。/为了更好的维护这座城市悠久的历史，富饶的环境以及将无法替代的美好地地球与未来相连，

现在起将「珍惜」的心扩散开来，每日付诸行动来做以下约定。 

1 私たちは、互いに尊敬し、思いやりをもってふれあいます。/我们应相互尊敬，以关怀他人之

意去互相接触 

 私たちは、多くのひととのつながりの中で、互いに支え合い、助け合いながら生活して

います。様々な場面で、「ひとへの思いやり」を大切にして行動することを約束するもの

です。/我们要以互相关心互相体谅的心情去交往。在各种场合中，「体谅他人」是行动的重

要准则。 

 次のことなど、できることから取り組みましょう。/以下的事项，从力所能及的开始入手

吧。 

 



 

 他のひとに手をさしのべ、お互いに助け合う。/向他人伸出双手，相互帮助。 
 相手の気持ちになって考え、行動する。/站在对方的立场上去思考并付诸行动。 
 おもてなしのこころでお客様をお迎えする。/用心去接待顾客。 

2 私たちは、すべてのものに感謝して、その価値を十分にいかします。/我们应对所有的一切抱

有感谢并且让它的价值得到十足的发挥。 

 地球上にあるすべてのものは、自然の恵みや人々のこれまでの努力があって存在しています。

つい忘れてしまいがちなこれらのことに感謝の気持ちをもち、すべてのものを大切にすることを

約束するものです。/地球上所存在的一切都来自于自然的恩惠和人们迄今为止所作出的努力。轻易

不知不觉中忘记的事物应怀有感谢之情并且去好好珍惜。 

 次のことなど、できることから取り組みましょう。/以下的事项，从力所能及的开始入手吧。 

 ものが作られるまでの時間やひとの労力に感謝し、ものを最後まで使い切る/对物品制作

完成为止所花费的时间和人们付出的精力抱之感谢，做到物尽其用。 
 地球上の限られた資源を有効活用するため、リサイクルに取り組む。/为了有效运用地球

上有限的资源，采取可回收循环利用。 
 自然の恵みに感謝し、水や緑を大切にする。/感恩大自然的恩惠，珍惜水和绿化资源。 

3 私たちは、宇都宮の素晴らしさをみがき、未来に誇れるまちをつくります。/我们应仔细打磨

宇都宫的精华处，打造未来能令人称赞的城市。 

 私たちが住んでいる宇都宮の豊かな自然や歴史・伝統・文化を次世代に継承しないのは

もったいないことです。このような宇都宮の素晴らしさを知り、みがき、未来につないで

いくことを約束するものです。/无法让后代感受到我们现在所生活的宇都宫的富饶的自然，

历史，传统以及文化是一件非常可惜的事情。我们应将现有的宇都宫的精彩处传承，打磨并

且和未来相连。 

 次のことなど、できることから取り組みましょう。/以下的事项，从力所能及的开始入手

吧。 

 わがまちの伝統や文化をみがき、大切にする。/重视这座城市的传统和文化并好好打磨它。 
 わがまちの歴史を子どもに伝える。向孩子转述这座城市的历史。 
 わがまちの新たな文化を創造する。创造出属于这座城市的新文化。 

注：「もったいない」という言葉は中国語で元々「節約」を意味し、「珍惜」には「大切」という日本語の意味が

あります。しかし、全体から見ると、「珍惜」が最も適切だと思います。

https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/kankyo/mottainai/1005443.html 

翻訳：宇都宮共和大学シティライフ学部２年 ２１８A５０９ 邵樺 

 

②ベトナム語の翻訳事例 

もったいない運動推進マーク  (kí hiệu : thúc đẩy phong trào không lãng phí ) 

 

宇都宮では、ものを大切にする「もったいない」のこころと、人を思いやる「おもてなし」

のこころが、行動に結び付くように、「もったいない運動」に取り組んでいます。 

 (ở utsunomiya đang nỗ lực hành động gắn kết phong trào không lãng phí , chúng ta cần nhiệt 

tình quan tâm và hưởng ứng phong trào,  không lãng phí rất được coi trọng ở thành phố này ). 

https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/kankyo/mottainai/1005443.html


 

もったいないの約束 (cam kết không lãng phí) 

宇都宮に住み、学び、働く私たちは、地球上にあるすべてのものに、 尊敬と感謝の気持ちを

もち、ひとやものを大切にする 「もったいない」のこころを育てています。 

(Chúng ta sống, học tập và làm việc tại utsunomiya, Tôn trọng và đánh giá cao mọi người và 

mọi thứ ,Nâng cao tinh thần của không lãng phí.) 

このまちの古き良き歴史や恵み豊かな環境をはぐくみ、 かけがえのない美しい地球を未来に

つないでいくため , これからも「もったいない」のこころを広げ、日々行動することを約束

します。 

(Để nuôi dưỡng lịch sử tốt đẹp và môi trường phong phú nơi đây, Để kết nối trái đất xinh đẹp 

không thể thay thế với tương lai, Chúng tôi hứa sẽ mở rộng tinh thần không lãng phí và hành 

động mỗi ngày.) 

1 : 私たちは、互いに尊敬し、思いやりをもってふれあいます。  

(1 : Chúng tôi tôn trọng lẫn nhau và tương tác với nhau bằng lòng trắc ẩn.) 

2 : 私たちは、すべてのものに感謝して、その価値を十分にいかします。  

(2 :Chúng tôi đánh giá cao mọi thứ và tận dụng tối đa nó.) 

3 : 私たちは、宇都宮の素晴らしさをみがき、未来に誇れるまちをつくります。  

(3 : Chúng ta sẽ làm cho sự lộng lẫy của Utsunomiya và tạo ra một thành phố có thể tự hào 

trong tương lai.) 

平成 21年 9月 27日約束  

(lời hứa ngày 27 tháng 9 năm 2009) 

宇都宮市もったいない運動市民会議・宇都宮市  

(Hội nghị Công dân Thể thao Thành phố Utsunomiya, Thành phố Útunomiya) 

一人ひとりができることは小さなことでもみんなでやれば大きな力にまず、できっとこから

始めっぺ！  

(mỗi người có thể làm từ những việc nhỏ nhất, và khi chúng ta làm cùng nhau, chúng ta sẽ bắt 

đầu với một sức mạnh tuyệt vời! ) 

毎月 1日は「もったいないの日」~日々の行動を振り返ろう~ 

(ngày đầu tiên của mỗi tháng là ngày 「không lãng phí」~hãy nhìn lại các hoạt động hàng 

ngày~ ) 

翻訳：宇都宮共和大学 . シティライフ学部  ２年 218A504 グィンティトゥエット 

https://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/kankyo/mottainai/1005443.html 

 

（４）「もったいない運動」と SDGｓのイメージの連結と世界への発信 

 第４の提案は、宇都宮市が「もったいない運動」と SDGｓの双方の普及・啓発のために、両者

の連携・リンクを目指しているというメッセージを、世界中のだれが見ても理解できるように、

非言語で、ロゴマーク等のビジュアルイメージの組み合わせによって表現し、世界に発信する、

というものです。 

 著作権の問題をクリアする必要がありますが、例えば「もったいない運動」マークと SDGｓの

１７の目標を表すカラーサークルという二つのイメージを、宇都宮市のマスコット・キャラクタ

ーであるミヤリ―で連結するというアイデアも出ています。 

 

（５）宇都宮愉快ロゴと SDGｓのイメージの連結と世界への発信 



 

 第５の提案は、上述の４つの提案を考える過程で派生的に生まれました。 

「もったいな運動」の推進母体である宇都宮市もったいない運動市民会議は、宇都宮市が展開し

ている「宇都宮愉快ロゴ」にも登録し、「勿体無 愉快だ 宇都宮」というもう一つのロゴを活用

しています。 

 「宇都宮愉快ロゴ」は、宇都宮市を全国に PRするために考案され、宇都宮市の良さや魅力をア

ピールするために活用されています。５）最初の三文字と背景の色を選択し、使用申請をすればだ

れでも自由に使用することが可能で、現在、宇都宮愉快ロゴを登録している団体は１０１７に上

ります。６） 

 提案では、「もったいない運動」のもう一つのロゴである「勿体無 愉快だ 宇都宮」と SDGｓ

の１７の目標を表すロゴとの連結を考えました。宇都宮市もったいない運動市民会議では、３．

現状分析の（１）もったいない運動でも紹介した１２の活動について、SDGｓの１７の目標を示す

カラーロゴを利用して、双方の共通点を説明する工夫をしています。「もったいない運動」が展開

している１２の活動のひとつひとつが SDGｓでかかげられている１７の目標のどのどれと関連し

ているか、どの目標を達成するために、その活動を行うのかという、「共通の目的意識（マインド）」

の説明として、大変有効な方法であると考えました。 

そこで、私たちの提案では、このアイデアを発展させて、縦軸に「もったいない運動」の１２

の活動、横軸に SDGｓの１７の目標ロゴを配置して、双方の活動と目標が一致する位置にミヤリ

―のキャラクターを置くことで、「もったいない運動」が SDGｓの目標とどのように連携・リンク

しているのかが一目でわかるように配置してみました。このイメージイラストを、宇都宮市、宇

都宮市もったいな運動市民会議、宇都宮ブランド推進協議会等の関連団体のホームページにアッ

プし、世界中の人々が閲覧できるようにします。 

 このアイデアをさらに発展させて、宇都宮市もったいない運動市民会議を含む１０１７団体が

登録している１０１７種類の「宇都宮愉快ロゴ」の全てについて、個々の団体の活動内容と SDG

ｓの目標との連携・リンクをイメージしたイラストとして表現し、各種のホームページにアップ

することができれば、宇都宮市による SDGｓへの取組に世界中の注目が集まることになります。 

 具体的には、２年間の期間を設定して、宇都宮愉快ロゴ登録団体の２年後の総数を１２００と

想定し、全ての団体の活動内容と１７種類の SDGｓの目標との連携・リンクを表すイメージイラ

ストを作成して、各種関連団体の HPにアップします。双方の連携とリンクの実態を明らかにする

ための資料収集、登録団体へのヒヤリング調査、イメージイラストの掲載許可等の作業を実施す

るにあたっては、宇都宮市、宇都宮市もったない運動市民会議、宇都宮ブランド推進協議会等の

関連団体と、宇都宮市内の大学生が協力することは、言うまでもありません。 
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